



































 （太田出版、2017 年 2 月264 頁）
 岩田　正美　
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童養育費や生活保護の手続きも嫌がってしない場合があるのは、福祉関係や役所の職員が
見せる蔑視に耐えられないからかもしれない。キャバクラは、子どもとの生活を成り立た
せる唯一の現実的な選択肢なのである。
　しかし 6 人の少女たちは、それぞれにキャバクラを抜けて、「夢」を実現しようともが
く。「普通」のキャリア研究的に言えば、特に、看護師となった少女の選択に目を見張ら
される。恋人からの暴力を受けながらの出産は危険も伴い、超低体重児で生まれた子ども
には重い脳性麻痺があった。その子どものケアを行いつつ、少女は定時制高校に復帰す
る。やがて看護婦になる決心をし、看護専門学校を目指す。それは、出産時や子どものケ
アに関わって、親身に世話をしてくれた看護師や保健師の存在が大きい。また障害児の母
として、「障がいをもって生きるひとのこと、脳性麻痺をもち生活すること、病院で生活
するひとたちのこと」を知ったからでもあろう。専門学校の実習、看護師としての経験が
これに加わり、今では新人教育を任されるようになったという話は、ほっとさせられるも
のがある。他の人々は、自分の子ども時代には与えられなかった幸せな結婚や子育てを望
み、キャバクラの仕事を辞めた人もいれば、過去を消すように､ 消息を絶った人もいる。
むろん、「幸福な家族」が継続したかどうかはわからないし、彼女たちの拠り所である子
どもたちの生の軌跡がどうなるかもわからないのではあるが。
　こうした少女たちの背景に沖縄の現実があると上間は指摘する。基地のフェンスとより
そうように立地した繁華街、先輩―後輩で繋がれた男性ネットワークの強固な存在が許す
暴力性など。だが、日本中、あるいは世界中に、暴力の中で育ち、キャリアを形成するた
めの教育も満足に受けずに、母となって、母子の生活のためにそのキャリアを風俗産業か
らスタートさせざるをえない少女たちは沢山いるだろう。重篤な児童虐待などの背景とも
共通するものである。DV や妊娠への社会的援助はあっても形式的なもので、相談に行っ
ても木で鼻を括るように、追い返される。だから彼女たちは、そのような社会制度から遠
ざかる。その結果、彼女たちの選択肢はますます狭まっていくのである。評者の専門から
言えば、生活保護の窓口や民生委員などが信頼されていない現実には、あらためてため息
が出るが、なぜそうかといえば、この少女たちの生活史を知らないし、知ろうとしないか
らである。
　同様に、女性の地位改善とか、男女平等の実現も、この 6 人の少女たちのような生活
史をスキップしたところには実現しないだろう。そうした意味で、ぜひ本書の一読をお勧
めする。文体もよく考え抜かれ、インタビュー調査による生活史研究としても秀逸であ
る。
 （いわた　まさみ：日本女子大学名誉教授）
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